
スーパーグローバル大学創成支援事業 中間評価結果 

大 学 名 筑波大学 

整理番号 A03 

構 想 名 トランスボ－ダ－大学がひらく高等教育と世界の未来 

 

◇スーパーグローバル大学創成支援プログラム委員会における評価 

（総括評価） 

Ｓ 
優れた取組状況であり、事業目的の達成が見込まれる。 

（コメント）  

本構想 は、教 育研 究 のトラ ンスボ ーダ ー 化を加 速する 地球 規 模の教 育研究 環境 整備

（Campus-in- Campus（CiC））を核として、革新的な教育プログラムの実施やマネジメント体

制の改革、大学の国際化を推進し、建学の理念にある「開かれた大学」から「我が国の高等教

育と社会を世界に開き、率先して世界の未来を拓く大学」への跳躍を成し遂げることを目的と

する取組である。 

学長のリーダーシップの下に設置された「スーパーグローバル大学事業運営委員会」と学内

の各機構・センター等との連携により、教育研究のトランスボーダー化を促進するための多様

な取組が効果的に進められている。特に、国際連携ネットワークの構築や研究力強化を目的と

する「Campus-in-Campus」、「海外教育研究ユニット招致」は画期的な取組である。現時点

では、助走段階あるいは準備が完了した段階であり、今後の発展的な運営が必要であるもの

の、今後の取組が順調に進めば、大学の国際化・多様化が加速され、教育研究レベルが格段に

向上するものと考えられる。加えて、海外大学とのダブル・ディグリー・プログラムやジョイ

ント・ディグリー・プログラムへの発展も十分に期待出来る。また、国際的評価において強み

を有する分野への集中的な支援や、人文社会科学、スポーツ科学分野における新たな研究指標

の開発等を行っている点も高く評価出来る。 

既に派遣日本人学生・受入外国人留学生に対する充実した支援体制が整備されているが、

「Campus-in-Campus」、「海外教育研究ユニット招致」の発展に伴い、相互の学生の流動性

が更に高まることを期待したい。ナンバリング実施については、ほぼ計画どおりに進められ

ているが、最終的な目標値の達成に向けた更なる取組が必要である。また、女性教員の増員

は、工夫を凝らして実現することが望ましい。さらに、今後の世界展開を考えると、特に、

大学院における外国語のみで卒業出来るコースの増設が必要ではないだろうか。 

今後、「筑波大学スーパーグローバル大学事業外部評価委員会」、「国際アドバイザリー

ボード」による評価や助言等を十分に活用し、教育研究の多様化・国際化が一層推進される

ことを期待する。 

 

 


